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▶【特集】楽しく元気に仲間と「通いの場」
▶子ども広場〈三川中学校〉
▶まちかど写真館
▶コンビニ等交付サービスが始まります
▶むし歯のない子みいつけた！
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写真：よれちゃ家 七夕短冊作りより
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い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
、
自
立
し
て
生
活

す
る
た
め
に
は
、
健
康
で
元
気
な
う
ち
か
ら
介

護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
が
閉
じ
こ
も
ら
ず
に
、
身

近
な
場
所
で
集
ま
れ
る
居
場
所
（
通
い
の
場
）

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

通
い
の
場
と
は

　

通
い
の
場
と
は
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
地

域
の
方
々
が
、
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
仲
間
や
生

き
が
い
を
つ
く
り
、
楽
し
む
場
所
の
こ
と
で
す
。

通
い
の
場
で
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
歓
談
し
、

体
操
や
趣
味
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
通
い
の
場
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
運

営
し
て
い
る
の
が
特
長
で
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
と

参
加
者
が
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
で
、
よ
り
良
い

地
域
交
流
や
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。広

が
る
活
動
の
輪

　
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
が
、
介
護
予
防

や
健
康
長
寿
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
本
町
で
も
、
町
内
会
や
老
人

ク
ラ
ブ
の
協
力
の
も
と
に
、
身
近
な
会
場
で

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
や
「
ミ
ニ
サ
ロ
ン
」、

「
カ
フ
ェ
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
高
齢
者
の
方
々

が
気
軽
に
集
ま
れ
る
通
い
の
場
づ
く
り
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

 

町
内
の
主
な
通
い
の
場 

●
い
き
い
き
百
歳
体
操

　
（
横
山
上
、
土
橋
、
堤
野
、
横
内
、
竹
原

田
、
横
川
、
青
山
、
猪
子
、
成
田
新
田
、
東

沼
、
す
み
よ
し
、
三
本
木
、
上
町
、
押
切
中

町
、
押
切
下
町
、
落
合
、
土
口
、
医
療
生
協

お
楽
し
み
広
場
、
木
曜
会
）

●
ミ
ニ
サ
ロ
ン
・
カ
フ
ェ

　
（
横
山
に
こ
に
こ
サ
ロ
ン
、
横
川
お
も

し
ぇ
の
～
サ
ロ
ン
、
青
山
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、

天
神
堂
お
楽
し
み
サ
ロ
ン
、
猪
子
米
寿
サ
ロ

ン
、
成
田
新
田
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
、
上
町

い
き
い
き
サ
ロ
ン
、
押
切
中
町
わ
く
わ
く
サ

ロ
ン
、
押
切
下
町
な
ご
や
か
サ
ロ
ン
ド
カ

フ
ェ
、
土
口
な
か
よ
し
サ
ロ
ン
、
横
内
な
か

よ
し
カ
フ
ェ
）

●
に
こ
に
こ
カ
フ
ェ

●
町
の
介
護
予
防
事
業

　
（
楽
ら
く
貯
筋
塾
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
室
、
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど
）

●�

町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
で
の
行
事
や
グ

ル
ー
プ
活
動

※�

そ
の
他
、
近
所
の
高
齢
者
が
集
ま
っ
て
会

話
や
交
流
を
楽
し
む
商
店
や
理
髪
店
な
ど

も
、
大
事
な
通
い
の
場
の
ひ
と
つ
と
い
え

ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、「
に
こ
に
こ
メ
イ
ト
」
と
住

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
（
以
下
、「
サ
ポ
ー

タ
ー
」）
が
中
心
と
な
っ
て
、
月
２
回
実
施

し
て
い
る
「
よ
れ
ち
ゃ
家や

」
を
紹
介
し
ま
す
。

楽しく　  元気に 　　「通いの場」
特集 \仲間と /

孤立防止

生活に
 メリハリ

地域づくり・
地域交流

認知症・
  介護予防

楽しみ・
 生きがい



開催日の朝
サポーターがおそろいのポロシャツを着て、にぎやかに
会場準備をしているよ。
役割分担の打ち合わせは、今日もバッチリ!!
コロナ対策もしっかりと、さあ、参加者を迎えに行った
バスがもうすぐ到着するみたいだよ!

みかわん

みんな元気で楽しそう！
参加者とサポーターに、
お話を聞いてみたよ！

ものづくりが終わったらみんなでお茶飲み
おしゃべりするこの時間が楽しいんだよね！！

干
え と

支のくるみ絵作り
みんな真剣だったよ！

送迎バスで冬でも安心！

受付でお茶代を渡して
名札を受け取るよ！

～突撃取材!!「よれちゃ家
や

」に行ってみた！～

ものづくりが得意なサポーター
が、作り方を教えているよ

サポーターが、お茶飲みの準
備をしてくれていたよ

₃ 2023.2.15

【特集】 楽しく元気に仲間と「通いの場」



●大沼さん
　 高齢になっても行くところがあり、ありがたい。
おしゃれをして今日は何をするのかなと楽しみ
にして来ている。
　男性もたくさん来てほしい。

●大川さん
　 自分はいろんな集まりにいくけれど、それぞれ
違った交流によって新しい友人ができるのがいい。

●大沼さん
　 高齢になっても行くところがあり、ありがたい。
おしゃれをして今日は何をするのかなと楽しみ
にして来ている。
　男性もたくさん来てほしい。

●大川さん
　 自分はいろんな集まりにいくけれど、それぞれ

趣味活動や体操、季節にちなんだイベントなど、内容がたくさん！

コーラス体　操獅子舞

●榎木さん
　 脳トレやゲームなど、家で一人ではできないこ
とを、みんなですると盛り上がって楽しい。

●小花さん
　できない活動があっても参加している。
　 だって、いろんな地区の人とおしゃべりができ
ることが何よりうれしいですもの。

●鈴木さん
　 とにかく楽しい!!
　皆さんからパワーをもらって元気になれる。

参加者の声

大沼　昭二さん
（押切中町）

大川　一利さん
（横山中）

「よれちゃ家
や

」に集う方々に、
　　　　　　　　お話を聞きました！
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小花　美和子さん
（対馬）

榎木　フジ子さん
（猪子）

鈴木　満喜子さん
（猪子）



サポーターの声

　地域に通いの場を「作ってみたい」「ボラン
ティアに参加したい」などの希望がありまし
たら、三川町地域包括支援センター�生活支
援コーディネーターにご相談ください。
　立ち上げのお手伝いをいたします。

こんな集まりが
地域でも、
もっと増えると
いいなあ・・

●山口さん
　 参加者とふれあいながら、初めての手工
芸などのお手伝いができて楽しいです。

●阿部さん
　 参加者から昔の体験談や生活の知恵を聞
くことができて、自分の生活にも役立っ
ています。

通いの場の目的は
介護予防の視点から、さらに支え合いの視点へ

　通いの場に参加することで、参加者・運営スタッフとも
に顔なじみの関係ができます。
　仲間と一緒だから続けて参加でき、やがて「見守り」とい
う支え合う意識が生まれます。
　自分の住んでいる地域に、自分の足で行ける通いの場が
あれば、高齢者にとっても地域にとっても安心でよりよい
コミュニティづくりにつながるでしょう。

●太田さん
　 参加者の元気な姿を見ていると、自分の気
持ちも前向きになり、老いが怖くなくなり
ました。

●進藤さん
　 一緒に活動している皆さんにエネルギーを
いただいて、自分もはげまされています。

なんでもまるごと相談みかわいい町

7 0 3 1

☎ 0235 - 3 5 -
さあ ゴー

₅ 2023.2.15

「笑いは副作用のない即効薬!!」
　にこにこメイトは、「認知症キャ
ラバンメイト」として高齢者が認知
症になっても、いきいきと希望を持っ
て生活できるまちづくりをめざして
活動している団体です。
　よれちゃ家に参加している方々は、
毎回笑顔で元気いっぱいです。その
笑顔に私たちサポーターも元気をい
ただいています。
　一緒にボランティアをやってみた
い方も大歓迎です。

にこにこメイト　会長
土田　市子さん（青山）

山口　眞由美さん
（押切下町）

阿部　紀子さん
（三本木）

太田　照子さん
（猪子）

進藤　満さん
（落合）

こんな集まりが

【特集】 楽しく元気に仲間と「通いの場」

いただいて、自分もはげまされています。



町長コラム
「誠・心・誠・意」

　

令
和
４
年
度
は
、
昨
年
度
よ
り
７
人
増
の
全
校

１
９
６
人
で
、〝
笑
顔
の
あ
い
さ
つ
・
さ
わ
や
か
な

服
装
・
真
剣
な
授
業
態
度
〞を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
毎

日
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
３
年
目
の
今
年
度
は
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
の
ご
協
力
、
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
生
徒
自

身
が
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
こ
と
で
、
休
校

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
登
校
で
き
な
か
っ
た
生
徒
に

も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
な
ど
を
活
用
し
て
リ
モ
ー
ト
授
業

を
行
う
な
ど
、
学
び
の
保
障
に
努
め
て
い
ま
す
。

☆
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

　

三
川
中
学
校
で
は
、
令
和
３
・
４
年
度
に
国
立
教
育
研
究
所
の
委
嘱
を
う
け
、「
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
」事
業
に
取
り
組
み
、
教
職
員
の
指
導
に
よ
る
生
徒
の
居
場
所
づ
く
り

や
、
生
徒
同
士
の
絆
づ
く
り
を
軸
に
、
生
徒
の
自
己
有
用
感
・
自
己
存
在
感
の
醸
成
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
が
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
発
表
会
や
、
生
徒
同
士
で

相
手
の
良
い
所
を
見
つ
け
合
う
、「
い
い
と
こ
探
し
」な
ど
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、「
み

ん
な
で
何
か
を
す
る
の
が
楽
し
い
」、「
自
分
に
は
良
い
所
が
あ
る
」と
答
え
る
生
徒
が
、

確
実
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

☆
運
動
面
で
の
活
躍
光
る
！

　

今
年
度
は
、
５
月
の
田
川
地
区
駅
伝
競
走
大
会
で
、
男
子
初
優
勝
、
女
子
準
優
勝
と

コ
ロ
ナ
禍
で
も
工
夫
し
て

「
心
豊
か
で
賢
く
た
く
ま
し
い
生
徒
の
育
成
」

三川中学校
より

持
続
可
能
な
農
業
の
あ
り
方

　

本
町
は
、
庄
内
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
豊
富
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
た
肥
沃

な
土
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
町
の
面
積

の
約
６
割
が
耕
地
で
、
こ
の
割
合
の
高
さ

は
、
全
国
の
市
町
村
で
も
㆒₀
番
以
内
に
入

り
ま
す
（
農
林
水
産
省
の
作
物
統
計
調
査

を
基
に
し
た
町
独
自
調
査
に
よ
る
）。

　

こ
う
し
た
数
値
か
ら
も
、
農
業
が
本
町

の
基
幹
と
な
る
産
業
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
が
、
農
業
に
は
、
私
た
ち
が
生
き

て
い
く
上
で
必
要
な
米
や
野
菜
な
ど
の
生

産
の
場
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
私

た
ち
の
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
「
め
ぐ
み
」

を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
水

田
は
多
様
な
生
き
も
の
を
育
み
、
雨
水
を

一
時
的
に
貯
留
す
る
こ
と
で
洪
水
を
防
ぐ

な
ど
、
多
面
的
な
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
米
の
消
費
量

の
低
下
や
米
価
の
下
落
、
生
産
資
材
の
高

騰
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段

と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
本
町
の
令

和
２
年
の
農
家
数
は
、
叅₀
年
前
に
比
べ
て
、

ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
農
業

従
事
者
の
約
８
割
が
⓺₀
歳
を
超
え
て
お
り
、

農
業
の
担
い
手
不
足
は
、
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
テ
オ
ト
ル
で
１
月
㆓₀

日
㈮
、「
み
か
わ
の
農
業
の
あ
り
方
」
意

見
交
換
会
が
、
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
に
は
、
㆓₀
～
㆕₀
代
を
中
心
と
し
た

若
手
農
業
者
㆓叅
人
に
加
え
、
農
協
職
員
や

県
・
町
職
員
が
参
加
し
、「
儲
か
る
農
業

を
す
る
た
め
に
は
」、「
労
働
力
を
確
保
す

る
た
め
に
は
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
今
後

の
農
業
経
営
、
そ
し
て
本
町
の
「
農
業
の

あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
手
農
業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア

や
夢
を
語
る
姿
、「
こ
れ
か
ら
の
若
手
農

業
者
は
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

み
ん
な
の
こ
と
、
町
全
体
の
農
業
の
こ
と

も
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
意
見
に
、
本
町
の
農
業

の
明
る
い
未
来
へ
の
兆
し
が
見
え
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
今
後
も
、
こ
う
し
た
意
見

交
換
を
重
ね
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
農
業

の
あ
り
方
を
模
索
し
、
必
要
な
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▲「みかわの農業のあり方」意見交換会

₆



三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

な
り
、
男
女
と
も
に
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、

６
月
の
14
校
に
よ
る
田
川
地
区
総
体
で
は
、
野
球
部
が
初

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
こ
の
好
成
績
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
感
染
症
対
策
を
と
り
な
が
ら
、
地
道
に
練
習
し
て

き
た
成
果
で
す
。

　

さ
ら
に
、
10
月
に
は
３
年
生
の
阿
部
暁
梨
沙
さ
ん(

横

山
下)

が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
行
わ
れ
た
近
代
２
種
・
３
種

の
世
界
選
手
権
に
日
本
代
表
と
し
て
参
加
し
、
団
体
で
８

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

☆
学
校
行
事
は
工
夫
し
て
実
施

　

三
川
中
学
校
の
三
大
行
事
で
あ
る
校
内
駅
伝
大
会
・
運

動
会
・
合
唱
祭
は
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、
生

徒
の
主
体
的
な
意
見
も
取
り
入
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

運
動
会
の
応
援
合
戦
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
せ
ず
に
、
全

員
で
声
を
出
す
計
画
で
し
た
が
、「
最
前
列
の
み
声
を
出

し
て
、
二
列
目
以
降
は
踊
り
の
み
に
し
た
い
」と
い
う
生

徒
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
田
川
地
区
で
運
動
会
を
延
期
し

た
中
学
校
も
あ
る
中
、
三
川
中
学
校
は
予
定
ど
お
り
の
日

程
で
運
動
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
は
、
５
月
か
ら
10
月
に
延
期
し
ま
し
た
が
、

保
護
者
の
理
解
を
得
て
、
感
染
状
況
の
把
握
と
感
染
症

対
策
を
十
分
行
う
こ
と
を
前
提
に
、
予
定
ど
お
り
東
京

に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
地
で
の
移
動
は
、
感
染

症
対
策
の
た
め
貸
切
り
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
た
。
費
用
は

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
都
内
で
の
班
別
行
動
や
電

車
で
の
移
動
な
ど
に
お
け
る
感
染
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
、
生
徒
た
ち
は
、
無
事
に
見
聞
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
、
三
川
中
学
校
の
様
子
を
紹
介
す
る『
学

校
だ
よ
り
』を
、
三
川
町
子
育
て
支
援
サ
イ
ト「
ピ
ヨ
ピ
ヨ

こ
っ
こ
」に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

俳
　
壇

雪
来
る
と
告
げ
る
が
如
く
空
の
色

工
藤
ひ
ろ
し

寒
き
夜
に
囲
む
テ
ー
ブ
ル
鋤
焼
鍋

佐
藤　

誠
爾

認
知
症
の
猫
と
の
暮
し
寒
の
入
り

飯
野　

藤
子

地
吹
雪
に
独
り
暮
ら
し
の
家
埋
も
れ

庄
野
す
み
れ

白
鳥
の
そ
の
美
し
さ
に
見
蕩
れ
る
よ

土
田　
　

秀

ひ
か
り
ふ
る
開
け
放
た
れ
し
白
障
子

春
山　

夏
海

一
日
の
言
葉
少
な
や
猛
吹
雪　

菅
原
た
け
お

歌
　
壇

新
春
に
戦
な
き
世
と
コ
ロ
ナ
禍
の
沈
静
あ
れ
と
神
に
祈
り
ぬ

五
十
嵐
松
男

卯
の
年
は
草
木
多
き
年
と
云
ふ
娘
ら
と
草
原
歩
む
夢
み
ゆ

佐
藤　

博
政

初
春
は
何
処
か
で
誰
か
と
逢
へ
る
か
な
心
躍
り
ぬ
若
き
日
の
如
く

土
田　
　

秀

年
始
め
五
回
め
と
な
る
接
種
終
へ
コ
ロ
ナ
予
防
の
安
堵
感
わ
く

齋
藤
与
次
雄

初
春
の
生
き
甲
斐
求
め
う
た
詠
み
て
二
十
年
経
て
心
充
た
さ
る

佐
藤　
　

頴
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　本町の中高生ボランティアサークル来夢来人が、
「㆓₀㆓㆓輝く県民活躍大賞（ジュニア・ユース部門）」
を受賞しました。
　これは、来夢来人の発足後叅₀年以上にわたる地
域でのボランティア活動や、人材育成、子ども文
化の継承などへの取り組みが評価されたものです。
　授賞式に出席した佐久間美羽さん（猪子）は、「先
輩方から受け継いだ活動が評価されてうれしい。
地域の方々と深く関わる活動を続けていきたい」
と、受賞の喜びを語ってくれました。

地域活性化に寄与

来
ら い

夢
む

来
ら い

人
と

が「2022
輝く県民活躍大賞」を受賞

　㆒月㆓㆕日㈫から㆓⓹日㈬にかけて、㆒₀年に㆒度
の強烈な寒波が襲来し、町内でも路面の凍結や
地吹雪の発生により、事故や車両の立ち往生が
相次ぎました。
　その後も、降雪と氷点下の冷え込みとなった
日が続き、㆒月叅㆒日㈫には、袖東公園前でも車
両の立ち往生が発生しました。通行人や地域の
方々が、協力してその解消を試み、重機により
助け出されると、協力者たちも安心した様子で、
寒い中でも心温まる一場面でした。

1/20
(金)

　三川町消防団第㆒分団第叅部第㆒班（横内・堤
野）に配置している消防積載車を更新し、㆒㆓月
㆒柒日㈯に役場で引渡式を行いました。式では、
町から消防団にレプリカキーが贈呈され、消防
団長より、班員に激励の言葉が贈られました。

　　��本町では、今後も導入から年数が
経過した消防車両を計画的に更新し、
消防防災力の強化を図っていきま
す。

　㆒月⓼日㈰、三川町公民館前駐車場を会場に、
三川町消防出初式が3年ぶりに行われました。
　出初式では、消防・警察関係者などが参列す
るなか、町消防団による分列行進や祝賀放水が
行われ、団員がより一層の団結と火災予防に対
する誓いを新たにしました。
　また、横山八幡神社で安全祈願祭
が行われ、出席者は町民が安全で
安心して暮らせるよう祈願しまし
た。

12/17
(土)

10年に1度の強い寒波

各地で交通障害
相次ぐ

1/31
(火)

1/8
(日)

気持ちを新たに

三川町消防出初式

地域活性化に寄与

来
ら い

輝く県民活躍大賞」を受賞

　　��本町では、今後も導入から年数が
経過した消防車両を計画的に更新し、
消防防災力の強化を図っていきま
す。

　また、横山八幡神社で安全祈願祭
が行われ、出席者は町民が安全で

各地で交通障害

まちかど
写真館

三川町消防団第1分団第3部第1班

横内 ・堤野町内会の消防
積載車が新しくなりました

まちかど写真館

協力する地域住民
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　㆓月叅日㈮の節分にあわせ、子育て支援セン
ターで「鬼のお面親子製作」や、みかわ保育園・
幼稚園で「まめまき」など、節分イベントが行わ
れました。
　また、本町の青年サークル「青友」が、初めて
企画した節分イベントでは、赤鬼と青鬼が各家
庭を訪れました。突如現れた鬼の姿に子どもた
ちは、驚いて泣き叫んだり、全力で豆を投げつ
けたりと、イベントは大いに盛り上がっていま
した。

まちかど写真館

　㆒月㆓⓹日㈬、東郷小学校の参観行事で親子凧作
りが行われました。児童たちは、正月休みに描
いた凧絵に、保護者と協力して糸を結び、飛ぶ
ように形をつける作業などに、苦戦しながらも
取り組み、自分だけの凧を完成させていました。
　㆓月叅日㈮には、児童たちが凧揚げに挑戦しま
した。慣れない遊びと吹き荒れる風で、思うよ
うに揚げられず何度も挑戦する中、糸がすべて
出るほど高く凧が舞いあがると、児童たちの歓
声がグラウンドに響きわたっていました。

伝統文化の継承

東郷小学校
凧作り ・凧揚げ

2/3
(金)

鬼は外！福は内！

各所で節分イベント

1/25(水)
2/3(金)

みかわ保育園・幼稚園

青友「節分イベント」

鬼のお面親子製作（1/30～31） \また来年！/
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■
鶴
岡
市

邦
楽
邦
舞
合
同
公
演

　
　「
第
51
回
芸
能
の
つ
ど
い
」

○
日
　
時　

３
月
５
日
㈰　

午
後
１
時
～

○
会
　
場　

鶴
岡
市
中
央
公
民
館
（
鶴
岡

市
み
ど
り
町
）

○
内
　
容　

地
元
の
邦
楽
・
邦
舞
6
団
体

（
宝
生
流
鶴
岡
五
雲
会
、
庄
内
謡
曲
愛

好
会
、
日
本
九
重
流
鶴
城
清
吟
会
、
荘

内
竹
道
会
、
琴
古
流
尺
八
鶴
岡
竹
友
会
、

錦
心
流
琵
琶
全
国
一
水
会
鶴
岡
支
部
）

に
よ
る
謡
曲
、
詩
吟
、
尺
八
、
琵
琶
の

合
同
公
演

○
入
場
料

５
０
０
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

○
問
合
せ
先　

鶴
岡
市
櫛
引
庁
舎
社
会
教

育
課

☎
⓹柒
︱
４
８
６
７

■
酒
田
市

黒
森
歌
舞
伎
　
酒
田
公
演

○
日
　
時　

３
月
５
日
㈰　

正
午
～

○
会
　
場

希
望
ホ
ー
ル（
酒
田
市
本
町
）

○
内
　
容

○
入
場
料　

前
売
り
券　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　

当
日
券　

７
０
０
円

○
前
売
り
券
取
扱
い
場
所

酒
田
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
酒
田
市

役
所
地
下
売
店
、
希
望
ホ
ー
ル
、
黒
森

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
八
幡
総
合

支
所
、
松
山
総
合
支
所
、
平
田
総
合
支

所
○
問
合
せ
先　

酒
田
市
社
会
教
育
文
化
課

☎
０
２
３
４
︱
㆓㆕
︱
２
９
９
４

【ごみ収集量実績】
1月収集量

R㆕年度（R叅年度） 対前年度増加率
も � や � す � ご � み ㆒₀₀.叅⓺t（⓽⓼.㆒⓺t） ㆓.㆓㆕％
プラスチック製容器包装類・ペットボトル � 叅.㆒柒t （㆕.㆕⓽t） ▲㆓⓽.㆕₀％
び ん ・ 缶 � ⓹.₀叅t （㆕.₀⓺t） ㆓叅.⓼⓽％
金 属 ・ そ の 他 � ㆓.㆓叅t （㆒.柒⓹t） ㆓柒.㆕叅％
廃蛍光管・廃乾電池等 � ₀.㆒柒t （₀.㆒㆒t） ⓹㆕.⓹⓹％

合　　　計 ㆒㆒₀.⓽⓺t（㆒₀⓼.⓹柒t） ㆓.㆓₀％
○問合せ先　役場建設環境課�環境整備係　☎叅⓹－柒₀叅⓺

【今月のテーマ】
灯油の取り扱いに
ご注意ください

みかわ環境つうしん
Mikawa Environment Newsletter

正
午
～

少
年
太
鼓

午
後

０
時
30
分
～

少
年
歌
舞
伎
「
青
砥
稿

花
紅
彩
画
」
よ
り
稲
瀬

川
勢
揃
い
の
場

午
後

１
時
叅₀
分
～

本
狂
言
「
昔
談
柄
三
荘

太
夫
」
よ
り
丹
後
の
国

南
山
の
場
、
三
荘
太
夫

屋
敷
の
場

　冬期間は、暖房で灯油を使う機会が多いため、灯油の油漏れ事故が発生します。側溝や用水路に油が
流れると、汚染が拡大します。また、油の回収や処理にかかる費用は、原因者が負担することになりますの
で、灯油などの油を取り扱う際は次のことに注意してください。

　誤って油を流出させてしまったときや、
油漏れを発見したとき、側溝や用水路に油
膜を発見したときは、役場建設環
境課（☎叅⓹－柒₀叅⓺）、または庄内
総合支庁環境課（☎⓺⓺－㆕柒㆕㆕）、
鶴岡市消防署三川分署（☎⓺⓺－
叅₀㆓㆒）に電話してください。

● ホームタンクから灯油を小分けしているときは、絶対にその場を
離れない
●小分け後、元栓がしっかり閉まっているか必ず確認する
● ホームタンクの錆

さび

や配管の破損がないかを点検し、不具合箇所は
修理する

流れると、汚染が拡大します。また、油の回収や処理にかかる費用は、原因者が負担することになりますの

誤って油を流出させてしまったときは

灯油流出事故を防ぐポイント

膜を発見したときは、役場建設環
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2お知らせ
Information
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町
職
員
の
給
与
等
の
状
況
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
法
第
⓹⓼
条
の
２
お
よ
び
三

川
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

本
町
に
お
け
る
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
会
計
年
度
任
用

職
員
を
除
く
）

　

詳
し
い
状
況
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
町
政
情
報
↓

人
事
・
職
員
採
用
の
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
叅⓹
︱
７
０
０
９

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

●人件費の状況（令和3年度一般会計決算）
住民基本台帳人口（令和4年3月31日） 7,282人
歳出額（A） 5,815,871千円
実質収支 311,140千円
人件費（B） 941,376千円
人件費率（B/A） 16.2%
（参考）令和2年度人件費率 12.2%

●職員給与費の状況（令和3年度一般会計決算）
職員数（A） 85人

給与費

給　料 307,609千円
職員手当 49,145千円

期末・勤勉手当 118,998千円
計（B） 475,752千円

1人当たり給与費（B/A） 5,597千円

※ 職員数は令和3年4月1日現在の特別会計に係る職員
を除いた人数です。

●部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

部門 職種
職員数 対前年

増減数
主な

増減理由令和3年 令和4年

一般
行政

議会 2 2 0
総務 17 17 0
税務 7 7 0
民生 23 20 ▲3 欠員不補充
衛生 6 7 1 欠員補充
農林 7 7 0
商工 2 2 0
土木 4 4 0

特別行政 教育 17 18 1 欠員補充

公営企業
等会計

下水道 2 3 1 業務増
その他 5 5 0

合　計 92 92 0
※町長・副町長・教育長・会計年度任用職員は含みません。

●職員の平均年齢・平均給料月額・平均給与月額
区　分 平均年齢 平均給料月額（※1） 平均給与月額（※2）

一般行政職 39.1歳 296,800円 336,700円
技能労務職 49.3歳 348,000円 365,400円
※1 平均給料月額は、各職種の職員の基本給の平均です。
※2 平均給与月額は、給料月額と諸手当の合計です。

●期末手当・勤勉手当（令和4年4月1日現在）
区　分 支給割合 加算措置の状況
期末手当 2.45月分

職制上の段階、職務の級等
による加算措置　有勤勉手当 1.85月分

計 4.30月分

●退職手当（令和4年4月1日現在）
区　　分 自己都合 勧奨・定年

支給率

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（2～45％加算）

●特別職の報酬等（令和4年4月1日現在）

給
　
　
料

区　分 月　額
議
員
報
酬

区　分 月　額
町　長 625,000円 議　長 300,000円
副町長 542,000円 副議長 245,000円
教育長 521,000円 議　員 220,000円

期
末
手
当

区　分 支給割合
町長・副町長・教育長

3.055月分
議長・副議長・議員

退
職
手
当

区　分 算定方式
町　長 給料月額×勤続月数×0.567
副町長 給料月額×勤続月数×0.331
教育長 給料月額×勤続月数×0.236
議長・副議長・議員 なし
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三
川
町
長
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

　

１
月
㆓㆕
日
㈫
に
告
示
さ
れ
た
三
川
町
長

選
挙
に
つ
い
て
、
届
け
出
の
あ
っ
た
立
候

補
者
が
１
名
で
あ
っ
た
た
め
、
無
投
票
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
選
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

阿
部　

誠

○
問
合
せ
先　

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役

場
総
務
課
内
）

☎
叅⓹
︱
７
０
０
９

健
さ
ん
の
か
ら
だ
つ
う
し
ん
ぼ
週
間

○
日
　
時　

３
月
６
日
㈪
～
㆒₀
日
㈮　

午

前
９
時
～
午
後
４
時
叅₀
分
（
※
９
日
㈭

午
後
を
除
く
）

○
会
　
場　

役
場　

１
階
町
民
ロ
ビ
ー

○
内
　
容　

健
さ
ん
（
体
組
成
計
）
で
の

無
料
測
定

　
︻
健
さ
ん
に
乗
る
と
分
か
る
こ
と
︼

●
体
重
●
骨
量
●
Ｂ
Ｍ
Ｉ
●
体
水
分
●

体
脂
肪
率
●
身
体
年
齢
●
内
臓
脂
肪
指

数
●
基
礎
代
謝
量
●
両
腕
、
両
脚
、
体

幹
ご
と
、
お
よ
び
全
身
の
筋
肉
量
と
体

脂
肪
量

※
希
望
者
に
は
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
結
果
説
明
を
行
い
ま
す
。

○
感
染
症
予
防
の
た
め
の
対
応

　

来
場
さ
れ
る
方
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
次
に
当
て
は

ま
る
方
は
来
場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

・
叅柒
度
５
分
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方

・
せ
き
、
鼻
汁
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
の
体

調
不
良
が
あ
る
方

※
感
染
症
の
発
生
状
況
等
に
よ
り
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
課
健
康

係

☎
叅⓹
︱
７
０
３
３

人
権
相
談
日
の
ご
案
内

○
日
　
時　

３
月
７
日
㈫　

午
後
１
時
叅₀

分
～
３
時
叅₀
分

○
会
　
場　

三
川
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
　
容　

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
間

関
係
や
生
活
環
境
の
問
題
に
関
す
る
悩

み
ご
と
相
談

○
費
　
用　

無
料

○
問
合
せ
先　

役
場
町
民
課
住
民
係

☎
叅⓹
︱
７
０
２
５

に
こ
に
こ
カ
フ
ェ

○
日
　
時　

３
月
９
日
㈭　

午
後
１
時
叅₀

分
～
３
時

○
会
　
場　

三
川
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
ス
タ
ッ
フ　

に
こ
に
こ
メ
イ
ト
（
三
川

町
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
会
）

○
参
加
費　

１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

○
マ
イ
チ
ャ
レ
ポ
イ
ン
ト

㆒₀
ポ
イ
ン
ト

○
申
込
み
締
切
り　

３
月
２
日
㈭
ま
で

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

三
川
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
健
康
福
祉
課

内
）

☎
叅⓹
︱
７
０
３
１

予防接種の種類 対　　　象 回数 備　　　　　　　考
ヒブワクチン

生後2カ月～5歳に至るまで 4回 回数は初回接種開始の年齢で変わります。
小児用肺炎球菌

四種混合 生後3カ月～7歳6カ月に至るまで 4回

B型肝炎 生後1歳に至るまで 3回

BCG 生後1歳に至るまで 1回

二種混合 11歳以上13歳未満 1回 町では小学6年生を対象に案内しています。

麻しん
風しん

Ⅰ期 1歳～2歳に至るまで 1回
町ではⅡ期対象のお子さん（年長児）を対象に案内しています。

Ⅱ期 5歳以上7歳未満で小学校入学前の
1年間（年長児の方） 1回

水痘（水ぼうそう） 1歳～3歳に至るまで 2回 すでに水ぼうそうにかかったお子さんは対象外です。その場合は役
場健康福祉課健康係にお知らせください。

日本
脳炎

Ⅰ期初回
及び追加 生後6カ月～7歳6カ月に至るまで 3回 特例対象により、平成7年4月2日～平成19年 4月1日生まれで20

歳未満の方も、接種を受けられます。
Ⅱ期 9歳以上13歳未満 1回

子宮頸がん
ワクチン 小学6年生～高校1年生の女の子 3回

特例対象により、平成9年4月2日～平成18年4月1日生まれの方も、
接種を受けられます。（令和7年3月まで）
※ すでに接種を受けた方への償還払いも行っています。詳しくは、
お問合せください。

お子さんの予防接種はお済みですか?

※詳しい接種間隔については医療機関または役場健康福祉課 健康係にお問合せください。
○問合せ先　役場健康福祉課 健康係　☎35－7032

　お子さんの予防接種状況を確認し、未接種の予防接種がありましたら、
ぜひこの機会に受けましょう。（※必ず事前に電話で予約をしてください。）

子ども
予防接種週間

3月1日～7日



そ
の
他
の
お
知
ら
せ
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酒
田
市
無
料
法
律
相
談

　

三
川
町
民
も
相
談
で
き
ま
す
。
申
込
み

時
に
相
談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
日
　
時　

３
月
３
日
㈮　

午
後
１
時
叅₀

分
～
４
時
叅₀
分

○
内
　
容　

法
律
に
関
す
る
相
談
（
本
人

の
こ
と
に
限
る
）

○
定
　
員　

先
着
６
人

○
相
談
員　

薬
丸
有
希
子
弁
護
士

○
申
込
み
開
始
日
時　

２
月
㆓㆒
日
㈫

　

午
前
８
時
叅₀
分
～

※
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

酒
田
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室

☎
０
２
３
４
︱
㆓⓺
︱
５
７
２
６

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
説
明
会

　

山
形
県
が
策
定
す
る
三
川
、
鶴
岡
、
余

目
都
市
計
画
区
域
の
整
備
・
開
発
・
保
全

の
方
針
（
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
に
つ

い
て
、
都
市
計
画
法
第
㆒⓺
条
第
１
項
に
基

づ
く
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
　
時　

３
月
９
日
㈭　

午
後
７
時
～

○
会
　
場

県
庄
内
総
合
支
庁
４
階
講
堂

※
当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

山
形
県
県
土
整
備
部
都
市

計
画
課
都
市
計
画
担
当

☎
０
２
３
︱
６
３
０
︱
２
５
８
８

学
生
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

庄
内
就
職
説
明
会

　

庄
内
地
域
の
企
業
約
１
１
０
社
に
よ
る

就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

○
日
　
時　

３
月
㆒⓼
日
㈯
、
㆒⓽
日
㈰　
　

オ
ン
ラ
イ
ン　

午
前
９
時
～
㆒㆒
時
㆓⓹
分

対
　
面

午
後
１
時
～
４
時
叅₀
分
（
受

付
開
始
：
正
午
～
）

○
対
　
象　

学
生
（
主
に
令
和
６
年
３
月

卒
業
予
定
者
）、
既
卒
者
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
就
職
希
望
者
お
よ
び
そ
の
家
族

○
問
合
せ
先　

県
庄
内
総
合
支
庁
地
域
産

業
経
済
課
産
業
振
興
担
当

☎
⓺⓺
︱
５
４
８
５

軽
自
動
車
等
の
廃
車
・
名
義
変
更

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎
年
４

月
１
日
現
在
の
使
用
（
所
有
）
者
に
対
し

課
税
さ
れ
ま
す
。
使
用
し
て
い
な
い
バ
イ

ク
等
の
廃
車
手
続
き
や
、
名
義
変
更
、
対

象
車
の
主
た
る
定
置
場
の
変
更
の
手
続
き

を
、
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

健
診
申
込
書
を
出
し
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

２
月
初
め
に
全
世
帯
に
送
付
し
た
「
令

和
５
年
度
三
川
町
各
種
検
診
申
込
書
」
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か
。

　

こ
の
申
込
書
は
検
診
の
調
査
書
を
兼
ね

て
お
り
、
町
の
健
（
検
）
診
を
申
込
ま
な

く
て
も
、
全
世
帯
に
提
出
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
お
手
元
に
あ
る
場
合
は
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
・
問
合
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
課

健
康
係

☎
叅⓹
︱
７
０
３
２

就
労
・
生
活
ダ
イ
ヤ
ル
集
中
相
談
会

○
相
談
内
容　

就
労
や
生
活
・
住
ま
い
に

関
す
る
悩
み
、
不
安
・
困
り
ご
と
な
ど

○
期
　
間　

２
月
㆓⓼
日
㈫
～
３
月
３
日
㈮

○
時
　
間　

午
前
㆒₀
時
～
午
後
５
時

○
相
談
方
法　

電
話
相
談
（
事
前
申
込
み

不
要
）

※
当
日
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
費
　
用　

無
料

○
実
施
団
体　

山
形
県
求
職
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー

○
相
談
電
話
番
号

☎
０
８
０
０
︱
８
０
０
︱
７
８
６
７

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

軽自動車等の種類 手続きをするところ・問合せ先
・原動機付自転車
　（㆒㆓⓹cc以下）
・小型特殊自動車

役場町民課�税務係
☎叅⓹－柒₀㆓⓺

・軽自動車�（四輪）
(一社)全国軽自動車協会連合会
山形事務所庄内支所
☎⓺⓼－₀⓺㆒㆒

・軽二輪
　（㆒㆓⓹cc超㆓⓹₀㏄以下）
・二輪の小型自動車

東北運輸局山形運輸支局
庄内自動車検査登録事務所
☎₀⓹₀－⓹⓹㆕₀－㆓₀㆒㆕

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
▼

※
催
し
物
等
に
参
加
さ
れ
る
際
は
、
マ
ス
ク
着
用

や
手
指
消
毒
な
ど
の
感
染
症
対
策
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
感
染
状
況
に
よ
り
中
止
・

延
期
な
ど
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ID:@mikawa-town

三川町
公式LINEアカウント

友だち追加は
こちらから

行政情報、イベント情報
などを配信！
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山形県新型コロナ相談窓口のご案内
1．発熱や咳などの「軽い症状」がある場合のご相談

2.「陽性」になった場合の登録や自宅療養中の健康相談

◆かかりつけ医がある場合　定期的に受診している医師に相談ください　※受診前に必ず電話で受診相談をお願いします

◆かかりつけ医がない場合　受診相談コールセンター　0120-88-0006 （24 時間受付）

3．新型コロナ全般に関するご相談

陽性者健康フォローアップセンター
☎050-5530-2138 （24 時間受付）自己検査等で

陽性になった方
専用WEBサイトから
登録（24時間受付）
登録はこちらから→ 
自己検査等で陽性になった方
の登録方法に関するお問合せ
☎050-5444-2359（9:00～17:00）

医療機関で陽性と診断
された方（発生届対象外）

療養中のご相談・お問合せ

専用WEBサイトから
登録（24時間受付）
登録はこちらから→ 

◆自宅療養中の体調不安や症状悪化時の相談
◆自宅療養に関する問合せに対応
（療養期間、食料支援、宿泊療養ほか）
◆医療機関で陽性診断の方(発生届対象外)の登録相談
※陽性者登録をしていない方も相談可能です

■「無症状」の方のご相談
一般相談コールセンター 0120-56-7383

（受付時間 8:30 ～ 18:00 土日祝日も含む）
■コロナ後遺症に関するご相談

県コロナ後遺症コールセンター 0120-56-7690
（8:30 ～ 18:00 土日祝日も含む）

■ワクチンの副反応等に関するご相談
県ワクチンコールセンター 0120-567-690

（8:30 ～ 18:00 土日祝日も含む）

■こころの健康に関する相談
県精神保健福祉センター 023-631-7060

（平日月～金 9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00）

■聴覚・言語障がいのある方のご相談
県コロナ収束総合企画課（FAX） 023-625-4294

（平日 8:30 ～ 17:15）

イオンモール三川 TEL 0235-68-1600 http://www.aeon.jp/sc/mikaswa/



場所：酒田市民健康センター別館 （酒田市船場町二丁目㆒-叅㆒）酒田市

◆休日診療所◆
☎ 0234 － 21 － 5225

開　所　日 診　療　科 受付時間
日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（㆒㆓ 月 叅㆒ 日～ ㆒月 叅日） 内科、小児科、外科 ⓼：叅₀～㆒㆒：叅₀

※当面の間､午前中のみ

休日夜間診療のお知らせ
場所：鶴岡市総合保健福祉センター 「にこ♥ふる」内（鶴岡市泉町⓹-叅₀）鶴岡市

◆休日夜間診療所◆
☎23－5678

開　所　日 診　療　科 受付・診療時間
月・土曜日

※㆒㆓月～ 叅月は火～金曜日も診察します。 内科、小児科、外科 ㆒⓽：₀₀～㆓㆒：叅₀

日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（㆒㆓ 月 叅㆒ 日～ ㆒月 叅日） 内科、小児科、外科

⓽：₀₀～㆒㆓：₀₀
㆒⓼：₀₀～㆓㆒：₀₀

※㆒㆓月～叅月は午後⎝㆒叅：叅₀
　～㆒柒：₀₀⎠も診察します。

 受診前に必ずお電話ください。感染症対策のため、
症状を確認の上、受診のご案内をしています。
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△ 人口の動き 

△

（令和5年1月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,186人（減9人）　男3,529人（減5人）　女3,657人（減4人）
　増減の内訳　・転入11人・転出▲7人・出生3人・死亡▲16人
■世帯数／2,480戸（増5戸）

　このコーナーは、過去の広報を振り返り、当時の三川を紹
介するコーナーです。今回は、今から㆓₀年前の平成㆒⓹年㆓
月に発行された広報です。表紙の写真は、東郷小学校での
「凧作り」の様子です。
　県内で唯一山がない三川町。平地でも楽しめる凧は、冬の
大切な遊びでした。町に伝わる「庄内凧」は、骨組みに使う竹
の本数が通常の凧よりも多く、日本海から吹きつける強風に
耐える強靭な凧です。
　昭和⓹₀年頃に、庄内凧創始者の故・本間源吾氏（東沼）が
凧作りを指導し、東郷小学校で凧揚げ大会が学校行事として
行われると、同校の凧作りは伝統文化の継承や世代間交流を
狙いとした、毎年恒例の行事となりました。こうした伝統が、
今後も続いていくことを願います。

【平成₁₅年₁月末日現在の総人口：₇，₈₉₉人】

あの頃のみかわ
今から20年前のみかわ 【平成15年（2003年）2月】

ご寄附ありがとうございました

ふるさと応援寄附金ありがとうございました

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

謹んでご冥福をお祈り申しあげます

　地域福祉活動に役立ててほしいと、
次の方から三川町社会福祉協議会にご
寄附いただきました。

めん蔵イオン三川店様

12月分　5,926人
1月分　   737人

　お名前と住所地は町ホームページで
公開していますので、ご覧ください。

令和4年12月・令和₅年1月届出 （敬称略）
筒井みよこ（₆₉歳） 成田新田
五十嵐生子（₈2歳） 押切下町
星川　　力（₇₃歳） 落　　合
髙橋　さた（１００歳） 土　　口
芳賀　順子（₉2歳） 土　　口
齋藤あさ子（₈₉歳） 助　　川
齋藤　幸子（₉₀歳） 助　　川
本間金治郎（１００歳） 対　　馬
佐藤　信夫（₇₃歳） 天 神 堂
野口きみ子（₉2歳） 成田新田
志田　茂子（₉4歳） 横　　内

大滝　一郎（₈₈歳） 尾　　花
飯田美弥子（₆₈歳） 横 山 下
大瀧　英子（₈₇歳） 東　　沼
佐藤　みゑ（₈₉歳） 加　　沼
三浦　健一（₈₇歳） 天 神 堂
梅津　春子（₈₅歳） 横　　川
五十嵐美喜（₈₈歳） 押切中町
大井　美根（１０２歳） 落　　合

user
スタンプ
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３月１日から証明書の
コンビニ等交付サービスが

始まります
マイナンバーカードを利用して、全国の

コンビニエンスストア等で住民票と印鑑登
録証明書を取得することができます。

●いつでも ●安心して●すぐに
〈利用可能時間〉

毎日
午前 ⓺時叅₀分～
午後㆒㆒時₀₀分
※�店舗の営業時間外、
メンテナンス日等を
除く（利用休止日は、
随時広報紙やHPで
お知らせします。）

・�自分自身で操作する
ので、個人情報が他
人の目に触れること
はありません。
・�画面表示や音声案内
により、取り忘れ防
止対策を施していま
す。

店舗内に設置されてい
るマルチコピー機等を
使って、証明書発行手
数料の入金から証明書
受け取りまで簡単な操
作でできます。

証明書が急に必要に
なっても、マルチコピー
機がある全国のコンビ
ニ等で受け取れます。

●どこでも

《証明書発行に必要なもの》
マイナンバーカード
利用者証明用電子証明の暗証番号

　　（数字㆕桁）
証明書交付手数料

《取得できる証明書と料金》

《注意事項》
・�証明書の返品・交換や手数料の返金はできま
せん。
・�㆕桁の暗証番号を連続で叅回間違えるとカード
がロックされ、サービスを利用できなくなり
ます。ロックの解除は、ご本人がカードを持
参し、役場町民課へお越しください。

※�マイナンバーカードに関する手続き、住所・氏名等の変更手続き、印鑑登録手続きをされた場合は、
反映されるまでおおむね㆓日（土日祝日除く）かかりますのでご注意ください。

○問合せ先　役場町民課�住民係　☎叅⓹－柒₀㆓⓹

種　類
手数料（1通）

コンビニ等で取得できる範囲
コンビニ等交付 役場窓口交付

住民票の写し
令和⓺年叅月末まで

200円

令和⓺年㆕月より
400円

㆕₀₀円

最新のもの。世帯全員分または本人や
同一世帯員の個人分
※�マイナンバー（個人番号）入りの住民
票は発行できません。

印鑑登録証明書 印鑑登録をしている本人分のみ

でできます。セブンイレブン、ロー
ソン、ファミリーマー
ト、イオンリテール、
イオン東北 ほか



あつまれ！赤ちゃん
　ここでは、健診や子育て支援センターなどで撮影した赤ちゃんたちの
写真を紹介します。撮影にご協力いただきありがとうございました。写真を紹介します。撮影にご協力いただきありがとうございました。写真を紹介します。撮影にご協力いただきありがとうございました。

1₇ 2023.2.15

むし歯のない子みいつけた！
３歳児よい歯の紹介

むし歯ゼロ！

み

ん
なも目指せ

!

　3歳児健診の歯科健診でむし歯の無かった子を紹介するコーナーです。
今回紹介するのは、1月24日㈫の健診でむし歯が無かった子どもたちです。
これからも引き続きむし歯ゼロを目指してがんばりましょう。
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？

※対象者のうち、許可をいただいた方のみ掲載しています。

髙田みはるちゃん
（横山上）

志田きっぺいくん
（横内）

相馬せなくん
（横山上）

豊田みなとくん
（三本木）

大井そらくん
（押切中町）

佐藤かつやくん
（三本木）

清和ともくん
（助川）

柴田そうわくん
（三本木）

渡部なおくん
（横山中）

佐藤ひなのちゃん
（横山上）

葊井りくちゃん
（横山下）

秋山らいきくん
（小尺） 吉村るあんちゃん

（成田新田）
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